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研究動向紹介

私たちは人の話を聞く  と き 、  話し手の顔を見ます。  顔は言葉にならない情報を

た く さ ん発信してい るか らです 。 この彦1l1表情か ら 発信 さ れ る 言葉に な ら な い情

報をコンピュ ー タ で キ ャ ッ チす る ために 、動いてい る顔画像を実時間で分析す

る必要があります。その第一歩として 、実時間で動画像の中の顔を検出し 、  そ

の中の特徴点を追跡する研究を進めています。

When we11sten to talks, w e 1 o o k  at hls/her face . Th i s l s  because the face

expresses much informat1on other than words. To catch suchlnformat1on by a

computer,al ive video sequence must be analy:ze d l n  realtime . Toward such

research,we are now studying detectlon and tracking of faceslnlive video .

「顔を発見 f 以後、  動きを追跡します」
Face Detection and  Tracking
- Afirst step to face gesture recogn面on -

1 .  はじめに

人は言葉以外に も 、 表情やジ ェ ス チ ャ ーで さ ま

ざ まな情報を発信してお り 、  コンピ ュ 一 夕 が そ れ

を 認 識 で き る よ う に な れ ば 、  さ ま さ ま な 分 野 で よ

り 自 然 な コ ン ピ ュ 一 夕 と の イ ン 夕 一 フ ェ ー スが可

能にな る と思われます 。  な か で も 顔 か ら 発せ ら れ

る情報量は多く 、  「目は口ほどにものを言い」 と 言
わ れ る よ う に 人 間 ど う し の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で

も重要な役割を果たしてぃます。  国会で証人喚問

の動画中継が復活しましたが 、  「ーコで は n虚をっけて

も 、 表 情 で は ご ま か せ な い こ と も 、 理 由 の一つ で

し ょ う 。 手 話 で コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン す る 人 た ち の

視線は 、 対話者の頻を常に注視 し てお り 、 顔 か ら

視線 が 外 れ る こ と は ほ と ん ど な ぃ と 言 わ れ て い ま

す '''。 手話でも手のジェスチャ ーに よ る 情 報 と 同 程
度かそれ以上に額表情からの情報が重要なのでし

ょ う 。 解 剖学的に も 、 額 には多 く の表情筋が複雑

に 張 ら れ て い て 、  表現でき る情報量の大き ぃ こ と

が知られています。

情報処理の分野で顔に関する研究は 一1一年ほど前
か ら 盛 ん に な り 、 表 情認識にっい て も 、  多 く の 成

果が報告されています 。  し か し 、  ほぼ田定した顔

が対象であ り 、表情も喜び、怒 り 、嫌悪 、  など基本

6表情と呼ばれる表情の識別に関するものでした。

しか し私たちは 、喜びや怒 り な ど自然に表れる

表情では な く 、  人が ジ ェ ス チ ャ ーで意図する情報

を抽出する必要がある と考えています 。  そのため

に は 、  そ う ぃ っ た情報が表現される顔の特徴点を

自動的に抽出し 、  時間経過に沿つて追跡する必要

がある と考えました ' 。  また 、顔の位置にっい て も

東11111'を 感 じ さ せ な ぃ 動 き を 許容で き る こ と が 必要
です。

(株) ATR知能映像通信研究所

第一研究室

川戸 慎二郎、鉄谷 信二

2.  あ な た な ̃ ら 、  ど う す る ̃ 1

一般に動画像中の顔領域を抽出する こ とは 、  背

景 か ら  J 1儿色領域を分離抽出することでできます。

しかし顔領域の中から一定の特徴点 を リ ア ル タ イ

ム で 抽 出 す る こ と は ま だ 確 立 さ れ て い る と は 言 え

ません。 こ れ までの多 く の研究は 、顔部品 と言わ

れ る 日 と か 、 l111 ' や口を直接抽出しよ う と していま
す。 しかし 、  ジ ェ ス チ ャ ーの認識 を目的 と し て い

る と き 、  目や口は大きな形状変形を予想しておか

な く て は な り ま せ ん 。  ウ ィ ン ク で 片 目 を っ む る こ

と も あ り ま す 。 人 間 に と っ て 容 易 で も 、  目や口を

その変形に惑わされず、  リ ア ル 夕 イ ム に 検 出 す る

こ と は 現 在 の コ ン ピ ュ 一 夕 に と っ て は 難 し そ う で

す。 ii1;孔はパ タ ー ン と し て は非常に安定 し て い る

と 言 え ま す が 、 観 測 で き る カ メ ラ ア ン グ ル が か な

り限定されます。

も う ず ぃぶん前の こ と で す が 、  「あ な た な 一 ら 、
ど う す る ̃ j)」 と い う 歌 が ヒ ッ ト し て い た こ と が
あ り ま し た 。 あ な た な ら 、  ど う し ま す か ?

私 た ち は 、 顔 部 品 と は 言 え な い け れ ど 、 表 情 が

変化 し て も パ 夕一 ン と し て あ ま り 変 化 し な ぃ 眉 間

に着目し ま し た 。眉間は 、顔の向きが変化して も

観測で き る 範 囲 が か な り 広 い と い う 特 長 が あ り ま

す。 いったん眉間を見つければ、  それを手掛 りに

日や口の形状を抽出する こ とは 、少 しは容易にな

りそ うです。

そ こ で 、  ま ず 層 間 を リ ア ル 夕 イ ム に 検 出 し 、 追

跡 し てみ る こ と に し ま し た 。

1f lの个イi、n J与」徴からl 11 1l1を抽出 し よ う  と ぃ う 考 え も あ り ま -f 図 1  眉間周囲の濃,炎パター ン
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3 .  眉間抽出フ ィルター

后間は上方が額、  下方が鼻筋で比較的明る く 、

両サ イ ド は目や層で比較的暗い と ぃ う 特徴があ り 、

こ れ は 多 く の 人 に 共 通 し て い る と 考 え ら れ ま す 。

こ の よ う な特徴点を軽い計算負荷で抽出するため

に、  リ ン グ 周 渡 数 フ イ ル 夕 一 と 称 す る フ イ ル 夕 一
を考案しました 。  こ れは 、注目画素を中心 とす る

数画素の半径の円を描いて、  その円周上の画素値

を 標 本 値 と す る フー リ ェ変換 を 計算 し 、 周 波 数 2
の ス ぺ ク ト ル パ ワー を出力す る も の です 。 図 1 に

その よ う な円周上の画素値のプロ ッ ト 例 を示 し ま

す。 2周期のコサイン波形に似ています。  注目点が

層間 か ら 離 れ る に し た が っ て 、  こ の よ う な 波 形 パ

夕 一 ン が く ず れ て い く た め 、 層 間 で は こ の フ ィ ル

夕一の出力が極大値とな ります。  リ ン グ 周 波数 フ

イ ル タ ーの特徴は円周上のデ一夕を使つて計算さ

れ る の で 顔 が 傾 い て も 影 響 を 受 け な い こ と で す 。

一方同 じ フー リ ェ 変換に よ っ て 、 周波数 2 の位相

角が計算されますが 、  これは顔の傾き角に相当し

ま す 。 顔領域に リ ン グ周波数 フ イ ル夕一 を適用す

る と 、 眉 間以外に も パ ワ 一出力が極大値 と な る 点

が出て き ま すが 、  その中から本当の層間を選択す

るのに、  この位相角は有効な情報となります。

4. ど う や っ て選ぶ 、  本当の眉間 ?

フ イ ル タ 一出力が極大値 を と る 点 の中か ら本当

の層間を選ぶのに、  平均的な眉間パ夕一ン と比較

し て 判 断 し ま す 。 そ の  . _
目的で 、  デー タ ベー ス ' 2 ' 富 ・・速?
の 3 9 8 の顧画像から図 2  ・富華舞.萎.手黎警: '理一.差,・基業落
の よ う な 平 均 パ タ ー ン - -'

ス 、 , 図 2  眉間の平均パター ンを作成しました。

しかし、  いつで も目が水平に並んでいる顔画像

が相手 と は 限 り ま せ ん 。 そ こ で 、  リ ン グ 周 波 数 フ

イ ル夕一か ら得 ら れ る位相角分だけ 、  調べたい点

の回 り に入力画像を逆回転 させてか ら 、  比較する

パ タ ー ン を 切 り 出 す よ う に し ま す 。  こ の よ う に し

て 、  パ夕一ン比較方式が持つ回転ズレに対する弱

点を克服しました。

こ の 方 式 を デー タ ベー スの 4 0 0 の顔画像でテス

ト したところ、層間の検出率9 8.5 % が 得 ら れ ま し た 。

5 . 以 後 、 追 跡 し ま す

い っ た ん 、 后間 を検出で き た ら 、 以 後は画像内

での動き を追跡 し ます 。新 し ぃ画像が入力 され る

たびに検出して も ょ ぃ のですが 、前の画像で検出

し た結果を利用した方が処理が簡単で済みます 。

まず 、新 し ぃ画像内で層間のあ り そ う な位置を予

測します。  前の画像で初めて検出したのであれば、

同 じ位置に あ る と 予測 し ま すが 、  も う 一つ前の画
像 で も 検 出 し て い れ ば 、 動 き の 速 度 を 推 定 し て 、

現在位置を予測します。  そして予測した点の周辺

の み リ ン グ 周 波 数 フ イ ル 夕 一 を 適 用 し 、 出 力 が 極

大値となる点を検出します。

しかしこのままでは、一度后間以外の点を取り

違えて検出す る と 、 そ の間違つた点を追跡 し続け

る こ と に な り か ね ま せ ん 。 そ こ で 層 間 を 検 出 、 追

跡するたびに 、  それを中心 とす る小 さ な矩形パ タ

一ンを記憶し直し ます 。そ して 、新 し ぃ画像で后

間 と 思 わ れ る 点 が 検出 さ れ る と 、 前 の 画 像 で 記憶

し ておいたパ タ ー ン と 比 較 し 、 大 き く 違 つ て い な

ければ正しく后間が見つかったものとみなします。

大 き く 違 つ て い た 場 合 は 履 歴 デ ー タ を ク リ ア し 最

初からやり直します。

こ の よ う な 追跡処理に よ り 、 最 初の后間検出処

理に比べて、  肌色領域の抽出やパタ ー ンの回転処

理が不要とな り 、  より高速な処理が実現できます。

6 .  パ ソ コ ンでデモ
プログラムをP e n t i u m  I I I 8 6 6MH zのパソコン上に

組んで実験してみました。検出処理で 2 7 フレーム/

秒が可能で、  追跡処理では3 0フレー ム / 秒の処理

を して少し余裕があ り ます 。図 3 の実験モニ夕 一
画面の例では、  左端上の 5つのパタ ー ンが眉間候

補画像で 、  その下に選ばれたパ夕 一 ンが示してあ
り ま す 。 顧の傾 きが修正 されてい るのがわか り ま

す。 入力画像上には后'間候補点の位置が小さい点

で示されています 。

図 3  実験モニタ一画面

7 . 今後の予定

できたのは層間を見つけて追跡するまでで 、  ジ

ェ ス チ ャ 一認識には ま だ遠い道の り が あ り ま す 。
今後、  目 と 口 の 形 状 を リ ア ル 夕 イ ム で 検 出 、 追 跡

する方向で研究を進める予定です。
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研究動向紹介

日中間の円滑な音声コミ  ュニケーションを目指して
- ATR音声言語研究所における中国語音声認識の試み一
Towards Chinese-Japanese  Speech Communlcation
ATR Approach to Recognizing Chinese Mandarin Speech -
ATR音声言語通信研究所では現在、  中 国 語 と  目本語との間の音声コ ミ ュニケー
シ ョンの研究に取り組んでぃます。  その第一段階として  「ホテル予約に関する

会話」 に対して優れた性能を持つ中国語音声認識のプロ ト タ イプを作成しまし
た。  本稿では中国語の音芦認識システムを開発する際の課題とそれらに対する

我々のアプローチを紹介します。

ATR Spoken Language Translation Research Laboratories is currently working

on Chinese and Japanese speech communlcation project.Aftera period of work,

w e  have developed a prototype Chinese  recognit1on system wlth good

performance for ATR task. This paper gives a brieflntroduction of the problems

in deve1oplng Chinese speech recognition system and the approaches we have
implemented .

1.  はじめに

中国語、  特に普通話と呼ばれる言語は中国大陸

内外で公用語 と し て使用 されてお り 、 世界最大の

話者人口を持つています 。  中国語を話す地域は近

年世界的に も有数の経済的な発展を遂げてお り 、

日本語 と中国語の間の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン も ま す

ます頻繁かっ重要になってぃます。  こ う し た 背 景

の も と 、  ATR青声言語通信研究所では2 0 0 0年3月

に中国語の青声翻訳をATRの多言語音声翻訳シス

テ ムに組み込む新 し ぃ ブ ロ ジ ェ ク  ト を 立ち上げま

した。  本稿では 、  この うち中国語青声認識にっい

てご紹介します。

従来の音声認識技術は日本語や西欧言語を中心

に開発されてきました 。音声認識では対象言語の

音響的 、言語的特徴を計算機内で う ま く モデル化

し なければな り ませんが 、  中国語は日本語や英語

と は 音声的 、 言語的に大 き く 異 な る た め 、 既存の

技術がその ま ま適用で き る と は限 り ません 。我々

は中国語の特性に対する検討を行い、  A T Rの音声

認識エンジン sP R Ec を も とに 1 万語規模の中国語
音声認識 を 行 う こ と に 成 功 し ま し た。現在のシス

テムは丁寧に  (「朗読調」 で )  発話されたホテルの
予約に関する会話を高い性能で認識できます。

1iangliang lia (/a/a/a/a)ng
量 量:測定する ^

基本音節 声調

1iangl iang (1iang) 1
両 車商:2台の車 ^ (-, / , v , 、、, , )

声母 韻母

1iangl iang
両 両:2対

1iang Iiang
l11良 l11良:ふらっく

図 1  中国語の単語の例と音節の構造

(iang)_
glide nucleus coda
l l 1
i a ng

(株)  ATR音声言語通信研究所

第=研究室
Shuwu Zhang、 Jinsong Zhang

2 .  中国語音声の性質

中国語の文字は表意文字である漢字です。  各漢

字の発音 ( 読み )  はたった一つで 、その特徴は必

ず一つの音節 (単音節 )  と し て 発 声 さ れ る こ と と 、

固有の音の高さのパ夕一ン  (声調 )  を 持 つ こ と で

す。 こ こ で 、  音節 とは母青を中心 とす る音のかた

ま り の こ と で 、 大雑把には仮名 1 文字の青に対応

します  ( た だ し 「 や 」 や 「ん」 などは特別扱い ) 。
こ の よ う な 漢 字 が 1 個 か ら 数個つ な が っ て 単語に

な り ます 。図 1 の左側に 2文字の単語を 4つ示し ま

す 。それぞれの漢字の上にあるのはピン イ ン と呼

ばれる一種の発音記号で、  ア ク セ ン ト 記 号 の よ う

なものは声調を表します。例えば、 「両」 は低い声

で l i a n g ( リ ャ ン ) 、 「車両」 は高い声から始めて下が
り調子で 1 i a n g ( リ ャ ン )  と発音します。お気づき

の通 り 、 図中の 4 つ の単語は声調を無視す る と ど

れも同じ音 ( “ 1 i a n g l i a n g” )  に な り ま す 。 図 1 の 右

側は中国語漢字の発青の構成要素です。 1つの漢字

の発音は 「声調」 と 声 調 を除い た 「基本青節」 に

分けられ、基本音節はさらに声母 ( s h e n g m u )  と 呼

ばれる最初の子音の部分と韻母  ( y unmu )  と 呼 ば

れる残 りの部分に分けられます。  普通話では2 2の

声 -母と 3 8 の韻母があ り ます 。 なお 、韻母は最大 3
つの部分からなりそれぞれは従来の音声認識の基

本単位である 「音素」 に よ く 似 た 単位 に な り ま す。
中国語青声認識の難しさは以上で述べた中国語の

性質に起因します。まず、現在の技術では声調の

認識が困難なため図 1 に示 し た よ う な単語は音響

的に区別できません。  また 、  中国語では音節ご と

に比較的独立して発声され 、  隣接する音節の間に

単語境界が あ っ て も な く て も 音 響的に あ ま り 変 化

し ません ( 他 の言語の場合 この限 り ではあ り ませ

ん ) 。  このこ とは単語の境界を検出する信頼度を下

げ る も と に な り ま す 。
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このほかの重要な問題と  して中国語では目本語

と 同様に単語の区切 り が明確でない こ と が挙げ ら

れます。中国語テキス トは漢字のべた書きであ り 、

英語のよ うに単語の間にスペー ス等を入れません。

従つて 、  ど う ぃ う 単語の並びが中国語 と し て も っ

も ら し ぃ か と ぃ う 言語モデルを大量のテ キ ス ト か

ら自動学習する際に単語の区切り方に関する曖昧

性が生じます。  この曖昧性と上で述べた音響的に

生じ る曖昧性のいわば掛け算によって中国語の音

声認識は非常に困難な ものにな り ます 。図 2 に示

すよ うに各音節に対する候補が比較的少ない場合

で も非常に複雑なグ ラ フにな り ます 。

正しい文字列

音節の候補;

単語の候補:

[]
左端 力 b 出

発して右端

に至る経路

が認識結果

の一つの候

補

音

yin
ying

語

yun

言

ya9
n

声

E
k

研 究

yan jiu

所

。su

図 2  “音声言語研究所” に対する認識候補の例

3.  ATR中国語音声認識プロ ト タ イ プシステム

AT Rの中国語音声認識の研究は中国語の音声デ

ー タベー スの構築から始ま り ま した 。我々は中国

科学院(C h i n a  Academia Sinica) の協力を得て、ホ

テル予約に関する会話を 1 0 0 人の話者によって延

べ1 0時間収録した cA S 0 0 と ぃ う 音声デー タ ベー ス
を作成しました 。  さ ら に 、 基 本 と な る 音 響 モ デ ル

を作成するためにい く っかの音声デー タを入手し

ました。

我々はATRで開発された音声認識エンジンSPREC

を も と に 中 国語用の プ ロ ト 夕 イ プ シ ス テ ム を 構 築

しました。  SPREcは日本語用に開発されたもので
すが 、 英語に も う ま く 移 植 さ れ て い ま す 。  しかし、

元来声調言語用では ない た め 、 本 プ ロ ト 夕 イ プ で

は声調の認識を直接行うことはできません。

日本語や英語の音声認識においては  「音 素」 が
認識の基本単位として利用されますが 、我々は音

素の代わりに 2で述べた 2 2の声母と 3 8の韻母を基

本単位 と し て用い ま し た 。  この方が単音節言語の

音声 を適切にモデル化で き る と 考 え た か ら です 。

実験の結果、  我々の方法は音素を使う方法と比べ

て認識精度が高 く 、  ま た 、 既 に 提 案 さ れ て い る 他

の方法と比べて計算量が少ないこ とがわかってい

ます。

音声認識では図 2 で示 し た よ う な多 く の同音異

義語の中から適切なものを選ばなければな り ませ

ん 。 本 プ ロ ト タ イ プ では頻出す る熱語 を シ ス テ ム

の辞書に追加する こ とで この間題の一部を回避し

ています。  また、  中国語の言語モデルも有効です。

同音異義語のうちどれが正しぃかはその前後関係

から判断できる こ とが多いからです 。

プ ロ ト タ イ プ シ ス テ ム の 音響 モデルは 、 外 部 か

ら 入手 し た デー タ ベー スを使つて構築した基本的

なモデル を も と に C A S 0 0 を 使つ て調整 ( 適 応化 )

しました。  この新しい音響モデルはA T Rのホテル

予約会話、および、比較的広い範囲の新聞記事読

み上げ音声の認識において優れた性能を示しまし

た。

4 . 今後の展望

今回開発した中国語音声認識プロ ト タ イ プには

まだまだ改善の余地があります。1つ目は声調の処

理を取 り 入れ る こ と です 。  こ れ に よ っ て 語 彙 や タ

スクの拡大が容易になります。2つ目は話者の種類、

特に方言の ア ク セ ン ト に 対 応す る こ と で す 。 中 国

は広大であ り 、 地方 ご と に発音が大 き く 異 な り ま

す。 北部の人々の音声デ一夕で構築された認識シ

ステムで南部の人の声を認識する と精度が大き く

下が ります 。  3つ目の課題は構文の変形や多義語の

識別、  固有名詞の同定など中国語の言語的な処理

を高度化する こ と です 。最後の課題は よ り 自然な

発 話 を 扱 え る よ う に す る こ と で す 。 こ の た め に は

単にその よ う な 音声のデ一夕 を収集す る だ けで な

く 、 間 投 詞 ( 「え 一 っ と」 の よ う な )  などの自然な
発話固有の現象を処理する必要があります。

5.  お わ り に

本記事では中国語音声認識における中国語特有

の問題 とそれ らに対する A T R の アプ ローチを紹介

し ま した 。将来 、 A T R の音声翻訳技術によって日

中間の円滑な音声コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き る よ

う に 、 我々はシ ス テ ム を よ り 現実的で頑健にす る

ための課題に取り組んでいます。
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適応アンテナを用いたア  ド ホ ッ ク ネ ッ  ト ワーク

Wireless A d-Hoc Community Network utilizing adaptive antenna
第一研究室では、  環境に適応したネ ッ  ト ワー ク 構成法 と し て 、  基地局などのイン

フ ラ に依存せず端末のみで構成 され る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワー クについて研究を行

っています。 こ こでは 、W A C N e t と い う コンセプ トの下に、アンテナやプロ ト コ

ルを端末自身が自律分散的に制御することにより通信環境の動的変化に対応する

適応的な通信システムの研究状況について紹介します。

The primary focus of our research is to implement the concept of a Wireless Ad-
Hoc Community Network (WACNe t )  wlth the a im  of supportlng data
communications among a group of people wlthin an area,where no installed
infrastructure is available. We are conducting research on new architeotures and

protocols based on adaptive antenna, i n  order to realize a hlghly adaptive
communicat ion system that may autonomous ly  behave  to a dynam l c
envlronment.

1 .  はじめに

近年の移動無線通信システムの発展によ り ぃっ

で も ど こ で も 通信が可能にな っ て き ま し た 。  しか

し、  これらの無線通信は、  携帯電話の基地局や無

線 L A N の ア ク セ ス ポ イ ン ト な ど 通信 を制御す る イ

ン フ ラ を 必 要 と し 、  カ バーエ リ ア に も 制 限 が あ り

ます。 今後更に無線通信を使利なものにするには、

イ ン フ ラ が 整備 さ れ て い な い場合で も 複数 ユーザ

間の通信をサポー ト す る こ と が 必 要 で 、  そのニー

ズに答える一つの形態が、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー

ク と呼ばれるものです。

ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク は 、 一時的に集 ま っ た

端末同士で構成 され 、基地局な どの イ ン フ ラ に よ

る集中制御が不要なシステムです ' ' 1。 端末自体がル
ー テ ィ ン グ 機能 を 持 ち 、 端 末間で直接通信 ( シ ン

グ ル ホ ッ プ ) す る だ け で な く 、 他 の 端 末 を 経 由 し

て 通 信 ( マ ル チ ホ ッ プ )  を 行 う こ と に よ り 任 意 の

端末分布状況に応じた自律分散ネッ ト ヮ ー ク が 構

成 され ます ( 図 1 ) 。

私たちの研究室では、  ある特定の日的の通信を

行 う た め に 集 ま っ たューザ同士が、  伝搬環境やュ
ーザの移動 ・ 参加 ・ 離脱などの様々な動的環境変

化に自律的に対応できる適応的な通信システムの

実現を目指して研究しています。

図 1  ア ド ホ ッ ク ネ ッ  ト ワー ク に お け る ルーテ ィ ン グ

(株)

植田

ATR環境適応通信研究所

第一研究室

哲郎、S.Bandyopadhyay

2 .WACNe t

私たちは 、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー クの考え方を

一歩進めて、  何らかの共通のベー ス を も っ て 一 時

的に集まった不特定多数の人達で形成され る コ ミ

ュ ニ テ ィ の 中 で デー タ通信をサポー ト す る ネ ッ ト

ワ ー ク を ワ イ ヤ レ ス ア ド ホ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ

ト ワ ー ク (WACNet :Wi re l e s s  A d -Hoc Commun i ty
Network) と 名付け 、環境に適応した通信ネ ッ ト ワ

ー ク の プ ラ ッ ト フ ォ ーム と して提案してき ま した''。
こ の よ う な ネ ッ ト ヮ ー ク は 、 今 後 のューザ用携帯
デ ー 夕 端 末 の 進 展 に 伴 つ て 、 例 え ば 、  国際会議、

大学 キ ャ ン パ ス 、 競 技場や シ ア タ ー などの娯楽施

設 な ど 、  同種の目的を持つて集まった人達の間で

の各極 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ト リ ガーに な る も の

と 考え られ 、  以下の特徴を持つています。

(a) ス ケ ー ラ ビ リ テ ィ  ( 端末数の増減に対しても

ネ ッ ト ヮ ー クが対応可能 ) が高い

( b ) 資 源 ( 周波数 、電力 ) の利用効率が高い

(c) ネ ッ ト ワー クへの自由な参加と離脱

こ れ ら を 、 空 間 ・ 電 力効率の良い端末用適応 ア

ン テナ 、  ま た ア ン テナの特性を生か し た ア ク セ ス

制御やルー テ ィ ン グ を 搭 載 す る こ と に よ り 達 成 す

る こ と を目指 し てい ます 。

3. 適応アンテナ  ( E S PARアンテナ)

適応ア ン テナは 、  ビー ム と ヌルの方向を適応的

に制御し空間的な周波数利用効率を高める技術と

して現在注目を集めていますが、  アンテナ素子毎

に R F回路を設けビーム制御を行うため回路規模や

消費電力などに問題があります。

ATRで検討しているESPARアンテナ(Electron ica1 ly

Steerable Passive Array Radiator) l31は指向性制御が

可能でR F系回路は一つで済むため低コス  ト低消費

電力であり小型化も容易で、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ

ー クを構成する各端末が伝搬環境に適応的に対処

す る こ と が で き ま す 。
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4. ア ク セ ス制御 とルーテ ィ  ング

適 応 ア ン テ ナ を ァ ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク で活用

す る た めには 、  上記の端末への適用の他に、 ア ク

セ ス制御 とルー テ ィ ン グが課題です 。固定基地局

な ど の イ ン フ ラ 側 が 通信先へのルー ト 設定を行 う

セ ル ラ 一 綱 と 異 な り 、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク は

ルーテ ィ ン グ 機能 を持つ端末自体が適応 ア ン テ ナ

を 使 い な が ら ルー ト を決定し更に中継端末などの

移動にも対処する必要があります (図 1 ) 。

そ こで 、  可変ビー ム ア ン テ ナ をューザ端末に搭
載した場合に、  その特性を生かしたルー テ ィ ン グ

方式としてA T R ( A n g l e-S I N R  Table R o u t i n g )方式
を提案しました '''。 まず各端末が周囲の端末分布状
況を知るため 3 6 0 度 ビー ム走査し 、  どの方向に端

末が存在するかを S I N R ( S i g n a l t o  Interference and

No i s e  Ra t i o )  に よ り 把 握 す る と 同 時 に  ( A n g l e -
S I NR  T a b l e作成 )、宛先端末 ・ 隣 接 端 末 ・ ホ ッ プ 数

で構成 され る ルー テ ィ ン グ テー ブル  (RT)  を更新

します。 デ ー タ送信 ・ 中継時には、  まず自分のRT

から究先端末名をキー として隣接端末名を検索し、

Angle-S I NR  T a b l eから隣接端末名をキー と し て最大
sI N R と な る方位角を検索し 、  その方位角にビーム
を形成して送信します。  Angle-SIN R  Ta b l eに基づい
て 常 に ホ ッ プ 先 のみに ビー ムを向けてルー テ ィ ン

グを行 う ため他の端末への干渉量が減り、  シ ス テ

ム全体のスルー プ ッ ト が 向 上 し ま す 。  また 、  テー

ブルは定期的に更新し 、端末の移動 ・ 参加 ・ 離脱

に対応します。

このAn g l e-S I N R  T a b l e を活用し、現在通信中の
端末 を妨害す る こ と が な ぃ よ う 新 た な 通信時の指

向性を制御する適応的なァクセス制御方式 '5'や端末
間の通信品質を考慮したルー テ ィ ン グ プ ロ ト コ ル

にっいても検討を進めています 。

5.  ア プ リ ケーシ ョ ン

ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク に お け る ア プ リ ケ ー シ

ョ ン と し て 、 物 理 的 な 端 末 の 振 る 舞 い を サー ビス

と 連 携 さ せ る た め に接続履歴か ら サー ビス履歴を

構築することが考えられ、C o C o N U T ( C o n t i g u o u s

Communication Network on Ubiquitous Transmission)

フレー ム ワー ク と し て 提 唱 し て い ま す ( 図 2 )  l6]。

coCoNUTは、 ノ ー ド 同士の近接が ト リ ガー と な
り過去の接続履歴に応じて通信を自律的に行う接

触型通信で、  ス ポ ッ ト 的 に 散 在 す る ア ド ホ ッ ク ネ

ッ ト ワー ク間の通信にも活用でき る ものです 。 ア

ド ホ ッ ク ネ ッ ト ヮ ー ク は一時 的 に 構 成 さ れ る ネ ッ

ト ワー ク ですが 、  会議場や展示会場などでの再現

性は高 く 、  それ ら の場所に応 じ た ノ ー ド を設置す

れ ば 、  例えば会議場への参加履歴 (接続履歴)  に

応じて参加者が会議場へ近接した と きに自発的に

位 置 に 応 じ た 通 信 を 行 う こ と が で き ま す 。 更 に 、

Node m

ulating
de ID

1StaticNode m

C11cuIating
Node 「「)

US e 「
N o d e 「0

USe「
Node ID

USe「
Node I「 )

図 2  ア プ リ ケー シ ョン例  (CoCoNUT)

あ る ノ ー ドが会議場への訪間履歴のある別ノ ー ド
に情報伝達を委託する 、 あ る いは 、既定ルー ト を

巡回するバスなどが所定 ノ ー ド ( バ ス 停 )  と の接

近に よ り 情報流通 ・ 委託を行 う 、  な ど に よ り ァ ド

ホ ッ ク ネ ッ ト ワー ク間の通信を実現します。

6. むすび

適 応 ア ン テ ナ を 活 用 し た ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワー

ク と 、  ア プ リ ケ ー シ ョ ン 例 にっいて述べま し た 。

現在、  要素技術の実証に向け装置を開発中であり、

適応アンテナを活用 した ァ ク セ ス制御 とルー テ ィ

ング方式にっいて更に検討を進める予定です。
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研究動向紹介

発話運動を “見る”

一 3次元MR l動画撮影 ( 3 D  MR lmov i e )による発話運動の観測一 書 爭

N e w  Mot lo n l m a g lng Techn lque  fo r  〇bservation of Articulatory

Movements u s lng a 3 D  MRlmov i e  l

3D MRl m o v i e と い う新 しいM R l 撮像法を用いる こ とに よ り 、  発話運動を 3次元

的に観測する こ とに成功し ま した 。 この観測法によ り 、声道の立体形状の時間

変化を観測し 、声道断面種関数の時間パタ ン を抽出する こ と がで き ます 。 こ れ

らの知見によって、人間の複推な発話のメカ= ス ' ム を解明する こ とが期待され
ます.

A n ew  MR1 motion imaglng technique cal i e d 3 D  MR1 movle h a s  been

successfully adopted t o 3D  recording of articulatory movements. This method

enables us to observe the temporalpattern of vocaltract movement and extract

the area functlon.The results wi11contrlbute to the understanding of complex

mechanisms of human speech production .

1. は じめに

音声生物科学プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 音声の生成 と

認識の生物学的な機構を解明し、  人間の機能を模

擬する新しぃ音声通信技術の開発を目指していま

す。研究は、音声の形態的基盤、機能モデル、月f i

機能の 3 つ の テ ーマで進めてい ます 。  こ こ で は 、

形態的基盤にっいての研究動向を紹介します。

青源 フ イ ル夕理論 ' ' ]によれば 、音声は 、喉頭で生
成 さ れ た 音源波 が声道 と ぃ う 音 響 フ イ ル タ を 通 過

し 、  音響的な修飾を受けて口 1 容か ら放射 され る現

象 と し て 説 明 さ れ ま す 。 青 源 と 音 響 フ イ ル 夕 は相

対的に独立 し て い る の で 、 私 た ちは高い ピ ッ チや

低 い ピ ッ チ 、  さ さ や き 声 な ど 、 音源の性質 を変え

る こ と に よ り さ ま ざ ま な 声で話す こ と が で き ま す 。

こ の 理 論 に よ れ ば 、 青 声 波 と 、 音 響 フ イ ル タ ま た

は音源のいずれかが観測できれば、  音響現象のす

べ て を 解 明 す る こ と が で き る の で 、 青 声 を こ の 2

つに分けて分析し 、  それぞれの特性を調べる こ と

は 、音声の合成に も認識に も役に立つ と考え られ

ます。

し か し 、 声道音響フ イル夕についての分析は こ

れ ま で き わ め て不 一十分でした 。声道音響フイル夕

の特性は、  声道断面積関数と呼ばれる 、  音声波の

進行方向に垂直な声道の断面積と声帯からの距離

の関数によって決定されます 。  X 線 映 画 で は 、 実

時間で発話運動を観測できますが、  2次元の透過画

像 し か 得 ら れ な い た め 、  断面積 を 実 測す る こ と が

で き ず 、  断面積は推定に頼つてい ま し た 。 一方、

M R I ( 磁気共鳴画像法 ) では 、静止時であれば 3次

元のデ一夕を得る こ とが可能で声道断面積関数を

実 測 す る こ と が で き ま す が 、  時間的な変化を実測

する こ と はで き ませんで し た 。

私 た ち は 、 脳 機 能 イ メ ー ジ ン グ セ ン 夕一 と 協 力

し て 、 3 次元 M R I 動 画撮影 ( 3 D  M R I  movie )  と い

う 手法を用いて 、  発話運動を空間的 ・ 時間的に記
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録 し 、  声道断面積関数の時間変化を抽出するこ  と

に初めて成功 し ま し た 。 以下では 、  この手法と研

究成果にっいて紹介します。

2, 3 D  MRlmovieによる発話運動の観測とは ?

3 D  MR I  mov i eは、 同期サンプ リング方式のマル

チ ス ラ イ ス M R I  movie l21を応用して、被験者の体内

の様子を 3 次元的に記録するだけでな く 、  その時

間変化も記録する方法です。

3D  M R I  m o v i e は 、繰 り返し規則正しく行われる

運動 し か記録す る こ と が で き ま せん 。 それは 、 す

べてのデ一夕を一回の運動中に採取する こ と がで

きなぃので、  何回にも分けて採取する必要がある

か らです 。つ ま り 、 毎回の運動がほぼ同じであ る

と 仮 定 さ れ る と き の み 、  こ の 方 法 を 用 い る こ と が

できます。

3 D  M R I  m o v i e による発話運動の観測とは、被験

者に発話 タ ス ク を正確に何度 も繰 り返 し行わせ る

こ と に よ っ て 、 発 話 運 動 を 時 系 列 に 沿 つ た ボ リ ュ

ー ム デ 一 夕 と し て 記 録 し 、 観 測 す る こ と で す 。 残

念なが ら現在では 、  わずか 2 秒弱のデー タ を 得 る

ために、被験者は約 1 0 0 0回も同じ発話を繰り返す

必要があ り 、被験者の負担が大き ぃ こ と が難点で

す。

3 .  どのよ うな観測が可能か ?

3D  MR I  m o v i e に よ って 、発話運動を空間的 ・時

間的に観測するこ とが可能です。 3 D  M R I  mov i eに

よ り 得 ら れ た デー タは、  “発話中のバーチ ャ ル ・ ヒ

ューマ ン ”  と で も 言 う べ き も の で 、 話者の発話運

動は、  あ ら ゆ る 角 度 、  あ ら ゆ る 断 面 、  あ ら ゆ る 時

点で観測することが可能です。

その例を図 1に示しています 。図 1 は 、  日本語 5

母音/a i u e o /を連続発話しているときの、 /a/から/i/へ
移行する様子を 6 6 m s ご とに表示したものです。本



/a/ +66ms +132ms

図 1  /a/から/l/への声道形状の変化

来は動画なので、  も っ と た く さ ん の フ レー ム が あ

り ますが 、  こ こ で は 静 止画 と し て ご く 一 部 だ け を

表示しています。 下段は 、正中矢状断面 よ り 右側

だけを可視化し 、  矢状面から口性部分を拡大して

表示した ものです 。上段は同じデー タ か ら声道だ

けを抽出して左前方 6 0 度から表示したものです 。

このよ うに 、従来不可能であった 、 / a / か ら / i /へ口

の構えや声道の形が移行してゆ く様子を立体的に

観測するこ とができます 。

し か も 、  た だ 単 に 発 話 運 動 が “ 見 え る ” だ け で

はあ り ません 。  フ レー ム ご と に 3 次 元計測 を行い 、

こ れ を 時間的 な変化 と し て 観察す る こ と も 可 能 で

す 。図 2 は声道断面積関数の時間パタン を示 して

います。つまり、図2は声道断面積関数が/ a i u e o /の

連続発話の間に どの よ う に変化 し て ゆ く か を示 し

た グ ラ フ で す 。  こ の よ う に 、  こ れ ま で 、 推 定 関 数

断
一一500一=
m
100

図 2  声道断面積関数の時間パタン

+198ms / i /

を 用 い て予測す る こ と  しかできなかった声道の立

体形状の時間変化を実測することもできます。

4. お わ り に

こ こ で 紹 介 し た よ う に 、 3 D  M R I  mov i eでは発話

運動を空間的 ・ 時 間 的 に 観 測 す る こ と が で き る 新

しぃ手法です。この手法によって、  ど の よ う な こ

と が 明 ら か に な る の で し ょ う か ?

まず 、  発話器官全体の協調した連動を観測する

こ と が で き ま す 。  単に発話運動を視覚的に理解す

る上で役に立つだけではな く  、 発話器官各部の運

動の時間的な関係を計測することができます。

ま た 、青声の個人性の要因 と し て重要であ る梨

状高や歯冠間'1111,11などの声道分岐管の形や大き  さ が 、
調 音 に よ っ て 変 化 す る か ど う か を 実 測 す る こ と が

できます。

さ ら に 、 連 続 し た 音 素間 で声道形状が ど の よ う

に変化するか を実測す る こ と がで き ます 。  こ れ に

よ り 、  量子説 と呼ばれる母音から母音への不連続

性を検証するこ と も期待できます 。

なお、  この観測法の最大の問題点である 、繰 り

返し発話による被験者の負担は軽減される見通し

があ り ま す 。 それは 、 複数の コ イ ル を並列 し て使

う 撮 像 法 を 用 い る こ と で 、  こ れ に よ り 発話回数を

大幅に減らすこ とが期待されています 。

参考文献
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研究所だより・ ェイ ・ テ ィ 1:1 アール知能映像通信研究所
日常活動型ロボッ ト  「ロボビー」 の展示動向

昨年開催されたロボフェスタ関西、 神奈川のプレ大会に始まりR 〇 B 〇 D E X 2 0  0 0 、  ザ

ロボッ ト博と A T  Rでは、 知能映像通信研究所で開発した 「ロボビー」 を出展し、 好評を博し

てきました。  いずれの展示会でも、 近年注目を浴びつつあるパー トナ一型ロボットが一堂に会

し、 将来のロボットとの共存を予感させるものでした。

ロボットはこれからも注目度が高く、 A T  Rでは、 日常活動型ロボット 「ロボビー」 を中心

と したコ ミ ュニケーションロボットの研究を展開していきたいと考えております。 また、 研究

成果を広く社会一般に発表するため、 今後も展示活動を行なっていく予定です。 また、 一般か

らのコ メントを反映させる形で 「日常活動型ロボット」 という我々のコンセプトを実現してい
きたいと考えています。

ロボフェスタ生駒 2 0  0 1 年 7 月 3 1 日
奈良先端科学技術大学院大学・高山サイエンスプラザ

2 1 世紀  みらい体験博 (神戸)
神戸国際展示場

ロボフェス夕神奈川 (神奈川)
横須賀市南体育会舘

うつくしま未来博(福島)
福島県須賀川市

ロボフェス夕神奈川 (神奈川)
川崎市とどろきアリーナ

ロボフェスタ神奈川 (神奈川)
相模原市銀河アリーナ

ロボフェスタ神奈川 (神奈川)
パシフィ コ横浜

2 0  0 1 年 8 月 1 5 日 ̃ 2 2 日

2 0 0 1 年 8 月 2 5 日 ̃ 9 月 2 日

2 0 0 1 年 9 月 1 日 ̃ 2 日

2 0 0 1 年 9 月 8 日 ̃ 1 6 日

2 0  0 1 年 1 0 月 6 日 ̃ 1 4 日

2 0  0 1 年 1 1 月 1 6 日 ̃ 2 5 日
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〇 o

研究所だより

〇 ェイ ・ テ ィ 〇 アール音声言語通信研究所

ハンズフ リ一音声通信に関する国際ワー ク シ ョ ッ プ  (HSC2001) を開催

ATR音声言語通信研究所では、 4 月  9 日から

4月11日まで、IntemationalSpeechCommunication

Association ( I S C A ) 、 I E E E  Signa lProcess ing

society、 日本音響学会、電子情報通信学会の
協賛を得て 、  ハンズフ リ一音声通信技術に関

す る ワー ク シ ョ ッ プ を 主催 し ま し た 。

本 ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、  日々增大するハン

ズ フ リ 一 音声通信への期待と需要に応えるべ

く 、 ハ ン ズ フ リ 一音声通信に関連する科学あ

る い は工学の あ ら ゆ る 分野 を対象 と し 、  さ ま

ざ ま な視点か ら 、  現在解決すべき課題のみな

ら ず 、  グ ロ ー ノ 、、l ル な コ ミ ニ ュ ケー シ ョ ン を 日

指 し た 新 た な 課題 を 提案す る こ と を 目 的 と し

ま した 。

本ワー ク シ ョ ッ プ で は 、  板倉文忠名古屋大

学教授 、ベル研究所 B . H. J u a n g博士による基

調講演を皮切りに 、  1 0件の招待講演、3 9件の

一般講演、  そして最終日にはパネル討論も行

われました 。

ア メ リ カ 、  ド イ ッ 、 韓国 、  中国、  イ ギ リ ス 、

イ 夕 リ ァ 、 ベ ル ギー、そして日本から延べ1 0 6

名の参加者が 、ハンズフ リ一音声通信を実現

す る ために必要 と さ れ るェコー キ ャ ン セ ラ ー、
雑音除去、  頑健な音声認識、  マルチモー ダル

音声認識などの各テーマに関して 、  基礎的研

究課題から現実的な問題に対して 、  さ ま ざ ま

な視点から白熱した議論が交わされました。

特に、  古井  貞随1i 委員長の司会によるパネル

討論では 、  米国パナ ソニ ツ ク 社 の  J-C. Junqua
博士、  エ ル ラ ン ゲ ン ・ ニ ュ ル ブ ル ク 大 学 の

Walter  Ke11e rmann教授、 ベル研究所のCh i n-
Hu i  L e e 博士 、  ダ イ ム ラ ー ク ラ イ ス ラ 一社の

H e l m u t  M a n g o l d 博 士 、  I R S T の M a u r i z i o

〇mo1ogo博士、 ベル研究所のFrank  K . S o o n g

博士、 名古屋大学/A T R音声言語研究所の武

田一哉博士の各パネ リ ス ト の討論に一般参加

者の活発な議論も加わ り 、  本 ワ ー ク シ ョ ッ プ

は大盛況のうちに幕を閉じました。

プ ロ グ ラ ム な ど の 詳 細 にっい て は 、  本 ワ ー
ク シ ョ ッ プ の W E B ぺー ジ

(h t tp ://www.s l t.atr.co.jp/hsc2001/) を御参照く

だ さ い 。

山本社長によるWe l come  Speech

PanelDiscusslonの様子

ハンズ フ  リ 一音声通信における要素技術の

い く っかは、  長い歴史を持つ成熟した研究分

野です。  し か し 、 ハ ン ズ フ リ 一音声通信 と い

う包括的な観点ではまだ萌芽的研究分野であ

り 、  こ れ まで総括的な議論が交わ され る機会

はほとんどあ り ませんでした 。

こ の よ う な 現 状 に お い て 、 本 ワ ー ク シ ョ ッ

プの成功は大きな意味を持ち 、ハンズフ リ ー

音声通信に関するワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 早 く も

次回の開催にっいての検討が進んでいます。
我々は 、本 ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 将 来 的 に は

当該分野の重要な会議 と し て位置付け ら れ 、

個々の研究を加速 させ る う えで も 、  また研究

者あるいは開発者の情報交換の場として 、  非

常に重要 な役割 を 果 た す で あ ろ う と 考 え て い

ます。
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〇 ,
研究所だより
〇 ェイ , テ ィーアール環境適応通信研究所

0w 1

一 やわらかいマルチメディア移動通信をめざして一

環境適応通信研究所では、 多様化する通信環境に対して、 適応技術を用いることにより、 その環境からの制約を緩和

したり、  時には意識しないで通信を行えるようなネットワークの構成法や制御法、 アンテナやデバイスの研究をしてい

ます。 この中で第二研究室では、 ネ ッ ト ワークを始めとするさまざまなシステムの設計・制御の研究に取り組んでいま

す。 ここでは、 それらの研究の概要と進捗状況を報告します。

最適設計・適応制御技術の研究

情報通信ネットヮークやさまざまなシステムを最適設

計・適応制御するための手法を開発することが目標です。

力学系の運動が持つ性質をシステムの設計 ・ 制御に利用

するというアプローチを行つている点が特徴です。

システムの設計・制御においては、 与えられた制約条

件のもとで、  その性能を最大化することが望まれます。

そのためには一般に、 多くの変数を含む最適化問題を解

く必要があります。その解法の一つとして、高次元空間

で構成された力学系の自律的運動を利用する 「高次元ア

ルゴリズム」を提案しました。 この方法は、変数の多い

問題に有効である、 広い領域で解を探索できるなどの特

徴を持つています。 この方法を基に、 システム性能をほ

ほ最大にして、 かつ、 実装可能なアルゴリズムを得るた

めの考え方を明らかにしました。

高次元アルゴリズムをネットワークに用いることで、

複数の経路へのパケット振分け率 (静的な経路配分率)
を最適化でき、  ノー ドサービス速度、 リンク帶域などの

リ ソース配分法、 さ ら に は 、 ネ ッ ト ワーク トポロジーの

設計法も提案できました。 一方、 個々のパケットの経路

を決定する動的な経路選択も検討し、 平均遅延時間の短

縮を図るためには、 トラヒック負荷に応じたルーティン

グ政策を採用するのが良いことを明らかにしました。

ネ ッ ト ワーク以外のシステムへの適用例としては、 建

物工ネルギーシステムの設計、 物質材料の設計などが挙

げられます。  電力のみならずガスをエネルギ一源とする
コージ ェネレーションシステムの設計では、 投資回収年
数を最小にすることをねらい、  装置の容量や運用を最適

化する実務設計ツールを開発しました。 本ツールは、 共

同研究先であるN T T フ ァシ リテ ィーズにおいて実用に

供される予定になっています。 物質材料設計では、 ある

性能を極大化する物質の探索において、 任意の構造から

安定な構造を計算できる手法を考案しました。

ネ ッ ト ワーク制御に関しては、 高次元アルゴリズムか

ら離れた検討も行つています。 例えば、 蟻コロニーをア
ナロジーとして、 エージェン トを利用した、ネッ トワー
ク障害に強い適応型ルーティングを提案しています。 ま

た、 ルーティングアルゴリズムに対し、 設計者側が指標
としている遅延時間などとユーザの満足度を関連づける
研究も行つています。

最適設計・適応制御技術の研究では、車車間通信を含

むアドホックなネットワークに展開していくこと、性能

が改善された材料物質を具体的に提示することを今後の

目標としています。
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「ト本ツクネットヮーク制御、
111,体的サービス

人間適合システムデザインの研究

システムにとって人間 (ユーザ)  は環境変化の主要な
要因の一つと考えられます。 そこで、 人間の応答や評価、

行動に適合したシステムを設計するための考え方と方法

の検討を進めています。

若い世代がイン夕一ネットや携帯電話などのコ ミュニ
ケーションツールを利用するきっかけのアンケー ト 調

査 ・分析、総合スーパーマーケットの経営戦略の調査分
析等を通して、 消費者に受け入れられるモノ (システム、

ツール 、 サービス等) を創り出すための考え方を検討し
ました。人がモノを利用するときの特徴として、例えば、

性差による違い、すなわち、男性はモノと深くかかわり

合つてモノの機能の中で動き回るのに対し、 女性はモノ

本来の機能の中に留まらず、 日常生活で普通に起こる事

柄と結びつけて使用するとういう傾向があることが明ら

かになりました。  また、 モノがユーザに受け入れられる
ためには、 「驚き」、 「鳥到敢」、 「プライベー ト性」、 「儀式

性」 といった要素が重要であると考えられます。

モノがユーザに受け入れられるかどうか、  ある画像デ
ータが個人の判断基準に合致するかどうかという間題に

おいて、入力(モノや画像)  と出力 (ユーザの判断 )を

関係づける写像を具体的に構成することができれば、 モ

ノのデザインを考える上で強力な武器となります。 そこ

で、 適応的に写像を構成する手段として階層型ニユーラ
ルネットワークを採用し、  その構造を高次元アルゴリズ

ムで最適化できることを示しました。

個人個人の要求に合つた画像をインターネット上で探

し出してくる適応的なコンテンツベース画像検索システ

ムとして、 ニユーラルネッ トワークを用いた構成を提案

しました。  このシステムはューザおよびネットワーク上
の不均一な計算機環境の双方に適応可能となっています。

人間適合システムデザインの研究では、 デザイン手法

の提案、 人に受け入れられる具体的なツール、 サービス
の提案、 特にワイヤレスアドホックネットワークなどで

の具体的なサービスの提案をめざしていきます。



0 o

研究所だより

〇 国際電気通t言基礎技術研究所先端情報科学研究部

人間の生物機能に基づいた

音声コミ ュニケーションの研究

実在する音声

「人間の音声は、 思考や通信の道具として、 ある

いは情緒表現や個人識別の媒体として、 人間の生活

や社会の形成に大きな役割を果たしており、 これら

の諸機能は人間の生物としての働きに支えられてい

る」、 と い う 意味の こ と を よ く 書 く よ う に な り ま し

た。最近はインターネットばかりで、あまり音声を

使わなくなりましたが、  日常生活を音声なしで済ま

すのはまだ抵抗があるでしょうね。 自前の音声合成

装置を持つているのですから、 当然のことでしょう。

音声が人間の体で作られる、 これも当たり前のこ

とですが、 体の方は電気通信では扱いにくいので、

音声を録音したものを対象にします。 こうして音声

を人間の体から分離しておくと、 音声は物理的に実

在する、  再現性があり科学の方法を適用できる、 と

い う こ とにな り ます 。  この方面の研究はずいぶん進

みましたが、  反面、 音声と人間との対応関係が希薄

になりました。例えば、特定の個人の声質で音声を

作るにはどうするのか、  音声によって個人を識別す

るにはどうするのか、  これらの問題は、 体との対応

関係の薄れた音声からは解決できないでしょう。

ことばを話す自動機械

前置きが長くなりましたが、  ATR  先端情報科学

研究部の音声生物科学プロジェクトでは、 人間の音

声の生物的側面を扱う研究を始めました。 音声がど

のようにして作られるかを調べ、 音声と体との対応

関係を理解した上で、 人間の体の仕組をまねた音声

合成や音声認識の方法を考えることを目標にしてい

ます。もともと、音声合成や音声認識は人間の機能

を代行する技術なので、 本来の姿に戻そうとしてい

るだけのことです。今から30年前の音声研究の展

望は、 「人間のように話したり理解したりできる機

械が20世紀末までに実現されるであろう」、でした。

もしこのような機械ができたならば、  機械に人格を

認めることができるので、  倫理問題にもなったはず

ですが、幸か不幸かその心配はまだありません。

発話器官の形態を計測して個人に適合する音響モデ

ルをつくる、 発話器官の運動を計測して発話運動モ

デルをつくる、 発話時の脳の働きを計測して脳機能

のモデルをつくる、  これが音声生物科学プロジェク

トの戦略です。 時間のかかる作業ですが、 完成する

と人間の働きをまねた機械をつ くることができます。

動く  人間の模型は、 西欧社会ではやや不適合ですが、

日本人には制限がないのでロボットの研究が盛んで

す。考えてみると、今から60年前に日本で行われ

た母音の研究は、 声道の形から音声の特徴を計算で

きることを証明した画期的なものでした。 これも、

音声を計算するという発想が日本の思想と矛盾する

ことがなかったからではないかと思います。

音声合成装置を獲得したサル

人間はことばが使えるのに、 サルはなぜことばを

使わないのか、 という質問が時々あります。人間の

体が二足歩行に適した形に変わり、 発話器官の形も

音声に適したものになると、  大脳の機能がこの形の

変化に適応して、 ことばを話すことができるように

なったのではないかと思いますが、 物的証拠がある

わけではありません。質問の答えとしては、大脳連

合野の発達、 随意運動機能の発達、 発話器官形態の

発達の3つを挙げることにしています。逆に、 この

3つが分かると、 ことばを話す人間の模型を作るこ

とができます。幸い、A T R脳活動イメージングセ

ンタが発足して、 最新の磁気共鳴画像(MRI)装置と

優秀なスタッフがそろいました。 MRIによる形態計

測や3次元動画撮像により、発話器官や声道の3次

元形状の時間変化を実測することができるようにな

りました。  3次元動画撮像につてはこの巻に紹介記

事がありますのでご覧ください。 MRIによる発話時

の脳機能の観測も進んでおり、 近々発表できる模様

です。上の図は、NTT誉田CRESTプロジェクトと

共同で進めているMRIによる生理計測の一例です。

[音声生物科学プロジェクト  本多清志]
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. Let te r s  f r om  A lumn 基

最近 と り と め な く 考 え る こ と

(株)  国際電気通信基礎技術研究所 顧間

(前国際電気通信基礎技術研究所代表取締役副社長)

吉田  匡 雄

A T R -I の副社長を退任して 、  はや 3 年 が 過 ぎ よ う  と しています。  A T R も創立以来1 5年が経過し、  今 まで
の仕組みを見直して 、新し ぃ制度の下で再ス夕一 ト す る こ とにな り ま した 。今までの研究資金提供の方法

と し ての出資制度を改め 、国からの研究委託費によって研究活動を行つてゆ く制度にな り ま した 。昨今の

国の構造改革による諸制度の見直しが進むなかにあって、 A T Rの研究活動の継続が認められたことは、  ひ

とえにこの 1 5年間にA T Rに在籍された方々がすばらしぃ研究成果を挙げられ、  それらが世に認められ高 く

評価 された と ぃ う こ と で あ り ま す 。 設立以来 1 2 年間 A T R に携わ っ て き た者 と し て 、  この誌面をお借り して

これらの方々に厚くぉ礼と感謝を申上げるものです。

設立時からATRの研究は 「人間の研究」 あ る い は 「人に学ぶ」 とい う こ と を原点に出発しています 。 「人
に学ぶ」 と い う の は 、  最終ユーザである人の機能の偉大さを認識し、  それをューザ側の視点から研究を進
めてい く と ぃ う 人間専重の立場に立つ ものであ り ます 。 こ う し た立場か ら 、 最近の ものすごい通信 イ ン フ

ラ の 発展 を 見 てみ ま す と 、 例 え ば A T R の 発 足時 に キ ャ ッ チ フ レ ー ズ と し て 言われた 、  ど こ で も ・ い つ で

も ・ 誰とでも話せる月タt時計レベルの超小型携帯機、その当時夢のようであった話が今や携帯電話のものす
ご い普及か ら 、  現実のものになっています。  こ う した使い勝手の良さを日指した科学技術の進歩発展が人

間に大 き な 福利 を も た ら し て い る の は 事実 です が 、  その反面、  最 近 世 間 を 娠 わ し て い る ゲー ム感覚の殺人

事件や出会い系サイ トの メル友に絡む事件など 、  使い方次第では個人や社会に大きな損害を与える と ぃ う

面も目立つてきています 。  こ う し た影の面にも視点を合わせて 、  人間に と っ て ど う あ る べ き か 、  すなわち

人間尊重の立場からの配慮が、  研究を進めて行 く上で も必要になって き てい るのではな ぃだ ろ う か と思わ

れます。

次 に も う一つ。齢 7 0 を越えてみますと 、身辺に心筋便塞 ・ 月,li111更塞で倒れられ る先1還や同僚 な ど よ く 見 ら
れる よ う にな り 、 その人たちの闘病の話を伺つた り 、 闘病記を読む機会が多 く な っています 。先日新聞で

つ く ば 市 で ジ ュ ロ ン テ ク ノ ロ ジーに関する国際会議が開かれた とい う記事を目に し ま し た 。 ジ ュ ロ ン テ ク

ノ ロ ジー と ぃ うのは 1 0年程前に生まれた概念で、  ジ ュ ロ ン とは加齢を意味し 、  ジ ュ ロ ン テ ク ノ ロ ジー と は

高齢者にとって快適な製品の技術を指すものです。  従来の高齢者向けに設計された製品や機械が高齢者か

ら す る と 、 使い月券手が良 く な く 、 ス ト レ ス が溜 ま る も のが少な く な い 、  もっと高齢者に配慮した設計が必

要というのがこの発想です。実際月1111梗塞で左手左足の機能障害を起こしてリハビリに励んでおられる先望 l差

の闘病記を読むと 、  人間の機能がいかにすばら し ぃ ものであ り 、失つて始めてそのすばら し さに気付 く も

のだと書かれています 。  し か し こ こ で も考えてみなければな ら ないのは 、  人間の機能をまった く代替する

も のではな く 、  リ ハ ビ リに よ る機能の再獲得を手助けするよ う な技術の開発を目指すべきではないだろ う

か と ぃ う こ と で す 。 最 近 の 医 学 界 で は ホ リ ス テ イ ッ ク ・ ヘルス ( 心身総合健康運動 ) が唱えられ出されて

います。  これは人間の精神力が絶大な病気治癒力を持ち、  リ ハ ビ リ に対す る効果に も深い関係を持つてい

る こ と を 主張す る も の です 。 前出の闘病記に紹介 され てい る ノ ーマン ・ カスンズの 「笑い と治癒力」 は、
不治に近く回復の可能性は5 0 0分の 1と宣告された膠原病の著者が、  生きる意欲の結品と も言 うべき笑い と

ユーモアを総動員して  「笑 つ て」 治した闘病体験記であります。  人間の生 きたい と ぃ う 意欲 と然 るべ き動
機や刺激を与えるこ とによ り 、人間の持つている自然治癒力の驚くべき可能性を主張しています 。人間の

生 き る意欲 と それ を実現す る ための リ ハ ビ リへの意欲を喪失 させ る よ う な あ ま り に も 便利な ジ ュ ロ ン テ ク

ノ ロ ジーで あ っ て は な ら な い し 、 そ う し た 意 欲 を 助 長 す る テ ク ノ ロ ジーであ るべ きだ と思われます 。 それ

が人間尊重であ り 、人にやさ し ぃ技術であ り 、高齢化を迎えている日本社会のみならず世界社会への貢献

にっながるものだと考えています。
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1?・ L_e t t e r s  f r om AIumni
電宮城を現実のものに

三菱電機株式会社情報技術総合研究所主務

(前ATR知能映像通信研究所第三研究室研究員)

田中  昭=

A T R を 離 れ て か ら はや一年が経 と う  と しています。  今思えば、  A T R で の四年間は ま る で フ ラ ッ シ ュ ラ イ

トのよ うな一瞬の出来事のように思えます。  A T R着任時は 2 7歳だった私も今や 3 2歳とすっかり  「お っ さ ん」
の域に達 し ょ う と し て い ます 。  A T Rのすばらしぃ環境と優秀な人たちに囲まれて思う存分研究できたこと

は 、私の生涯においてかけがえのない出来事になった こ と は言 う まで も あ り ません 。本当にすばら し ぃ経

験をさせていただき感識1- しております。
と こ ろ で 、 今 回 こ の コ ラ ム を 執筆す る に当 た り 、 以 前 の A T R ジ ャ ーナル を読み返 し て い た と こ ろ 、 A T R

を竜宮城にたとえ 、  自 ら を浦島太郎にた とえて A T R の思い出をっづられた方のコ ラ ムに目が止ま り 、  その

コ ラ ムを再度拝読させていただきま した 。  そこで 、  自分が現在置かれている状況を踏まえて感じたこ とは 、

竜宮城はあ く まで も夢物語であ り 、竜宮城から帰つてきた浦島太郎は 、玉手箱を開けた とたんに現実との

ギ ャ ッ プ を 痛 感 さ せ ら れ た こ と で す 。  私も出向元に復帰し、  現在製品開発に携わっているのですが 、  研究

成果を本当に 「使え る も の」 にする難しさを痛感しています。
研究においては、  研究者が主体 とな り 、  研究者自身が設定した制約条件の上で自らのアイディアの正当

性を立証 し てい く こ と が で き ます 。  しか し 、製品開発では 、あ く まで も主体は利用する側にあ り 、利用者

が利用 し た い と き 、 利 用 し た い場所で必ず動 く も の を っ く ら な け れば な り ま せ ん 。 開発す る製品が特定用

途の も の で あ り 、  研究時に設定した制約条件が許されるものであれば問題ないのですが、  ほ とんどの場合

そ うはい き ません 。言 う なれば実用化を目指した研究開発 とい う のは 、 そ こか らが本当の出発点 とな るの

です 。結構自分では良 く で き た と 思つていて も 、 実際に利用者の手に渡 り使用 し て も ら う と 、 予 め想定 し

ていなか っ た状況で使われ る こ と が多 く 、 実験環境で得 られた精度が達成で き ない こ と が多々あ り ま す 。

そ こ か ら 、  さ ま ざ ま な 状 況 で も 正 し く 動 作 す る よ う に 何 度 も ァ ル ゴ リ ズ ム を 練 り 直 し 、 そ れ が 終 わ る と 、

実 際 に 動 作 さ せ る プ ラ ッ ト フ ォ ー ムの仕様に合わせてさらに修正を加える。 こ の よ う な 、 い わ ゆ る 、 「 ド ロ
臭 い」 作 業 を 納 期 と い う 時 間 の 制 約 と 格 闘 し な が ら 行 い 、 や っ と の 思 い で 製 品 を 出 荷 し ま す 。 い わ ゆ る
「生みの苦しみ」 と ぃ う も の で し ょ う か 。 で も 、 苦 労 し た 分 、 実 際 に 製 品 を 使 つ て も ら い 、  「こ れ い い ね」
とい う言葉を聞いたと きの達成感は、格別のものがあ り ます 。

私は、  研究も製品も  「使 つ て も ら っ て な ん ぼ」 の世界だと思います。  ですから 、  「良い研究」 と ぃ う の は 、
その研究において発明された新たな手法や、  実験を通して得られた知見等が多 くの人に利用される ものだ

と思います。

A T Rから発信される研究成果はレベルが高く 、我々にとって非常に魅力的ですが。  どの よ う に利用すれ

ば多 く の人に使つて も ら え る も の に な る かが少々分か り に く ぃ の ではないか と 感 じ ます 。 言い換えれば 、

A T R 市場には非常に良い食材がそろっていて 、  後は、  それ ら を ど う 料理すれば皆がおい し く ぃ た だ け る か

を考え る こ と がで きれば世界一の レ ス ト ラ ン を っ く れ る の で は な ぃ で し ょ う か。
ですか ら 、良い研究成果が出た暁には 、 それを皆が広 く利用でき る よ う な道筋を最後のお仕事 と し てっ

けていただき 、竜宮城のお話を現実のものに近づけてお ぃて欲 し ぃです 。そ うすれば 、私の よ う な浦島太

郎が安心して玉手箱を開けることができます。
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2001年の夏休み、 山口県は 「元気」 を世界と未来に発信する  「き ら ら 博」
を開きます。  N T T西日本 (山口支店 )では 2 1 - 世紀型パビ リオンの形として

各個人の顔にスポッ ト をあてた展示をしています 。  そのNT T西日本パビリ

オン  (「わ く ゎ く ・ ど き ど き ひ ま わ り 大 魔神」 館)  にA T Rの研究成果であ
る 、  映像研の 「Mu u」 と人間研の  「顔画像合成システム」 を採用いただき
ました。

会 場

期 間

展示場所

山口 き ら ら 博  (山口県阿知須町きらら浜)

2 0 0 1 年 7 月 1 4 日 ̃ 9月 3 0日

N T T西日本パビリオン  (街のソ、 ー ン l わ く ゎ く ・ ど き ど き ひ ま わ り 大 魔 神」 館)

第 8 7回 2 0 0 1 年 6月 2 9日  (先端情報科学シリ ーズ 第 5 回 )

音声知覚における音韻知識の役割 : 言 語処理 、言語習得 、脳 イ メ ージ ェマニュ工ル ・ デ ュ プー (CNRS)

フランス C N R S のェマニュエル  ・ デ ュ プ一教授に、  人間の脳が音声を理
解する過程に関してご講演いただきま した 。  氏の研究室では、 言語音の知

覚過程に関して、母語の場合と外国語の場合の比較、乳児の研究、月l当活動

の計測などの研究方法を通した多角的な検討をされています。  ま た 、 韻 律

に関連した題材を研究対象とされているのも特徴です。  日本語話者がフラ

ンス語の音を聞く場合の研究もされており、 “ e b z o ”  と い う 発 音 は 、 私 た ち

には“ e b u z o ”  と聞 こえて し ま う と いった身近な例を通して内容を理解する

こ と が で き ま し た 。

講演の中で氏はいろいろな実験結果を通して 、  人間が生後 1年までの間

に自分の母語にあった  “Phonetic Decoder” (音声情報処理システム)  を確立

山ロき ら  ら博NTT西日本館展示にATRの成果が採用される

「M u u」 : ATR知能映像通信研究所の研究成果。
私たちの何気ない行動は、  いつ も周囲 との関係に支えなが らデザ イ ン されて

い ます 。 こ う し た何気な ぃ行為 と それに よ っ て顕在化する コ ミ ュ ニ ケー シ ョ

ン な ど を構成的に議論す る ためのテ ス ト べ ツ ド と し て開発 された 、  社会的な

相互行為の過程や幼児の発達過程、 社会的な学習過程などを研究するための

ク リ ーチ ャ  ( ロ ボ ッ ト ) で す 。

「顔画像合成システム」 : ATR人間情報通信研究所の研究成果の応用。
人間の認知機能の研究用ツールである顔画像合成システム  「FUToN」 をべー
スに 、  き ら ら 博用に簡易な イ ン夕 フ ェ ー スでモー フ イ ン グ を 楽 し め る よ う に

手を加えました。

会場ではパビリオンの来場者の写真を撮り、来場者自らの操作で、  自分自身

の若い頃や老けた時の顔を推定合成します。  さ ら に 、  自分の顔と動物の顔と

の合成 もで き る よ う に な っ てい ます 。

一ATR科学技術セミナーの開催状況 -

EmanuelDupoux教授

す る こ と 、  そしていったん確立される と母語を聞 く場合のみならず外国語の音声を聞 く場合にも使用され

て し ま う た め さ ま さ、ま な 困 難 が生 じ て い る こ と な ど を 示 さ れ ま し た 。 ま た 、  このPhone t i c  D e c o d e rは音韻

( 母 音や子音 ) で はな く 、  シ ラ ブ ル ( 音 節 )  を単位として処理が行われると ぃ う仮説に基づいた実験結果も

示されました。先端情報科学研究部でも、音声情報処理過程の理解は研究課題の一つとなっており 、体系

的に勉強する良い機会とな り ま した 。
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最近のATR成果の展示状況

山口き らら博以外でもA T R成果が展示されています。  最近の展示および今後の予定は以下のとおりです。

機会がご ざ ぃ ま し た ら 是非ご覧 く だ さ い 。

イ ベ ン ト 名 開催場所 期 間 展 示 物

(期間表示がなぃのは通期展示)

ザ ・ ロ ボ ッ ト 博 2 1
長島町

長島温泉スパー ラ ン ド 特設会場
3/20̃5/6

ロ ボ ビー 3/20̃4/26展示

4/27̃5/6展示 - 実演
デ ジ タ ル

コ ミ ュ ニ ケー ション2 0 0 1
福岡市博多スタ ー レー ン展示場 6/5̃6/7

ロ ボ ビー

ロボフェス夕関西2 0 0 1 大阪市 グ ラ ン キ ュ ーブ大阪 7/20̃7/29
ロ ボ ビー

Muu

2 1世紀☆みらぃ体験博 神戸市 神戸国際展示場

ロボビー ( ロ ボ ス ク ェア )

8/15̃8/22展示

Muu  ( ふ し ぎ ジ ャ ングル )

イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 万 華 鏡

( ふ し ぎジ ャングル )

ロ ポ ビー (虹の台地企業未来館)

9/1̃9/2展示

7/20̃9/2

う っ く  しま未来博
須賀川市

須賀川 テ ク ニ カ ル リ サーチ ガーデ ン
7/7̃9/30

生駒市

奈良先端科学技術大学院大学

・ 高山サイェ ン ス プ ラ ザ

ロ ボ ビー

Muu
ロ ボ フ ェ ス夕生駒 7/31

ロボフェス夕神奈川2 0 0 1

横須賀市南体育館 8/25̃9/2

ロ ボ ビー

川出好市とどろきァリ ーナ 9/8̃9/16

相模原市銀河ア リ ーナ

横浜市パシ フ イ コ横浜

10/6̃10/14

11/16̃11/25

ステムの開発

年 月 学 会 ・ 賞 名 等 受 賞 者 夕 イ ト ル

2001/4/18 文部科学省2001年度文部科学大臣賞 中津  良平
感情による対話の可能なコンピュー タシ
フ ー '. _目_目文'K

※詳細にっい て は  http://www.atr.co.j p/journa1/index.htm1 を参照願います。
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「ぼくのお名前はなに ? 」  「パ ン ダ ち ゃ 一 ん ! 」  これがパンダちゃんと交わした最初の会話だ。  あっ 、  そ
う か 中 国 か ら 来 た か ら パ ン ダ ち ゃ ん な ん だ 、  と思つた 。  ど う ゃ ら テ レ ビ を見なが ら片言の日本語を覚えた

らしぃ。 満面の笑顔のその男の子はポケモンのTシャツにウルトラマンの靴を履き、  し っか り とお母さんの

手を握りながら上を見上げていた。  お父さんはニコニコ と しなが ら本当の名前を口にして くれたが 、  私に

は発音が難し く 、  う ま く呼べなかった 。それから私はその 6歳の男の子をパンダちゃんと呼ぶよ うになる 。

この日はお父さんが、留学していた東京の大学を率業し、  はるばる埼玉から電車や新幹線を乗 り継いで

A T R の最寄 り駅がある京都と奈良の県境に来た日だった。四 月 か ら こ こ で 研 究 員 と し て 働 く こ と に な り 、
その数日前に到着したのだ。三月下旬のよい天気のなか、社宅まで一家三人と手荷物をゴロゴロと引きな

が ら歩いた 。  お父さんの一番の心配はパンダちゃんの学校のことだ。  社宅に到着するまでに自然と小学校

の話になった。  「いまからでも入学式に間に合いますか ? 」  「大丈夫ですょ。 こちらの教育委員会に連絡し
てあ り ますか ら 。 明日 、  さ っ そ く 手 続 き に 行 き ま し ょ う 」 お父さんはまたニコ ツ と し . た 。 引 い て い る 荷物
が少 し軽 く な っ た よ う に見えた 。

翌日、  家族三人と駅で待ち合わせをする。  駅前のバス夕一 ミ ナルか ら一日数本しかないバスに乗 り 、  教

育委員会に向かう 。 3 0 分 く ら ぃの道のりなのだが、子供には長い時間だ。一つ二つバス停を過ぎてパンダ

ち ゃ んは降車す る人が押 し てい る も の に興味 を持つた よ う だ 。 そ し て間 も な く 、 エ イ ッ と ボ 夕 ン を押 し た 。

「ピンポーン ! 」 「すみません !  間違えました ! 」  と焦つた私が大きな声を出す。「は一い」 と運転手さん。
一息ついて思つた 。 こんな活発なパンダちゃんな ら 、学校でもすぐにお友達ができ るだろ う 。

目的のバ ス停で降 り る と 、  まずは近くの役場で外国人登録証明書の住所変更を済ませ、それから教育委

員会に向か っ た 。 カ ウ ン タ ーで就学届けを記入し、健康診断書を手渡す。すぐに担当者は校区を調べ、小

学校に電話をしてくれた。  「明日、 学校で教頭先生と面談して下さいね」 と言いながら地図を渡して くれた 。
感謝、感謝。

次の日、  今度は小学校に向かった。  なぜかパンダちゃんはお母さんの手をぐ ぃ ぐ ぃ と引つ張つてお父さ

ん と私の前を歩いていた 。あれ ?  な ん で 道 を 知 つ て い る ん だ ろ う ?  そ う ぃ う 顔 を し た私にお父 さ んは

言つた。「昨 日 う れ し く て 、  う れ し く て 、 先に学校を見に行つちゃ ったんです ! 」 そ う 聞 く と 私 も 俄然気合

いが入る 。  よ し っ 、  し っか り とパンダちゃんを紹介するぞ 。

学校に入る と さすがのみんなも少し緊張していた 。  教頭先生や他の先生方は入学手続きの説明を丁寧に

して くれた 。  給食の時に必要なナプキンのサイズや、  体操着袋を机の横にっるした時に床に付かなぃ紐の

長 さ等 、  通訳する内容は多岐にわたる。  私が英訳する と 、  お父さんが中国語に直してお母さんに一生懸命

説明する 。お母さんはそのっど深 く うなず く 。二時間ほどで面談が終了、あ とは家族三人で入学式に行つ

て も ら う と パ ン ダ ち ゃ ん は 立 派 な一年生になる。 「入学式では校長先生がお名前を呼びますから、大きな声

で 返事 が で き る よ う に し て お い て 下 さ い ね」 と 教 頭 先生は言つ た 。 帰 り 道 、 パ ン ダ ち ゃ ん の 「ハー イ ! 」
の声が団地にこだました。
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こんな具合にSH I E Nのサポー トは行われている。  家族が新しぃ

環境にいち早 く慣れ 、安心 し て生活で き る こ と に よ り 、 研究員が

仕事に専念できる よ うにする こ とが目的だ 。今回は入学手続きの

紹介をしたが 、  一般的に企業内業務と家族に関する事柄は切り離

すべき、  と 思 わ れ る 人 も 少 な く な い だ ろ う 。  しか し 、実際にはそ

んな こ と を 言つていては世界の優秀な人材を集め る こ と は で き な

い。 なぜなら家族を大切にする気持ちは万国共通だからである。

S H I E N三神  惠



平成 1 3 年 4 月 1 日 よ り 、  6月3 0日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし 、  6ヵ月以上滞在の方のみ掲載)

H13.4.1

採用年月日 ATR所属 氏 名 出 向 元 等

H13.4. 1

H13.4.1

H13.4.1

H13.4.1

H13.4.1

H13. 4 .1

(国) 経営企画部担当課長

( 国 ) 総 務部秘書室係長

( 国 ) 経理部担当課長

(国)  先端情報科学研究部研究技術員

(国) 先端情報科学研究部研究員

( 言 ) 企 画課係長

岡留剛

北野清治

天野了一

上田達也

内部英治

若嶋和政

NTT

N T T イ ン フ ラ ネ ッ ト

住友金属工業

サ ン モ ア テ ッ ク

大阪大学

NTT西日本

2

1

1

1

1

1

1

4

1

7

6

2

4

4

4

4

4

4

4

5

5

6

6

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

(言 ) 第一研究室 研究技術員

(言) 第二研究室室長

( 言 )第三研究室研究員

( 言 )第四研究室研究員

( 環 )第一研究室研究員

(環 )第一研究室研究員

( 環 )第三研究室研究員

( 環 )第一研究室研究員

( 環 )第三研究室研究員

(国)  先端情報科学研究部研究員

(映 )第四研究室研究員

(国)  代表取締役副社長

伊 藤 玄

菊井玄一郎

渡辺太郎

J in fu N i

小管昌克

植田哲郎

橋口正哉

山崎達也

平田明史

相 馬 直

Christoph Bartneck

春野信義

NTT

Camegie Mel1on University

東京大学

富士通関西

KDDI

三菱電機

CRL

三洋電機

京都大学

オランダ I P〇

テレコム先端技術研究支援セン夕

退職年月日 l 転 出 先 氏 名 A T R所属

H13.4.13

H13.4.20

H13.4.30

u1 , :t ,1 ?n

米国

住友金属工業

111i'-i一一l-1、r1 、, 方 2

正 願機 一一一一一

_ __ _登發_ ----一一一一一一一
A T R ジ ャ ーナル43号掲載内容に一

お言宅び申し上げます。

_ J .1 .J V  l 田一 一 一 / ノ ノ 、 l 一一一E ソー l 1 ソ、ノ ン 1 _ ノ l ノ u ユ
H13.5.31 l 中国 I ShuwuZhang  l ( 言 )第二研究室

l - J、 , l ̃ 1  l ?- ? 安H13.6.13 l 神 戸 大 子- l 阪 田 真 l::1‘子 l ( 映 ) 第=研 na
l l

H13.6. 2 2  , C R L  l 酒 井 保 良  1 ( 国 )代表取締役副社長
一 H 1 3 . 6 . 3 0I NTT西日本 l 永野清  ( 国 ) 企画部担当課長

中野惠理

劉 雲

長原基裕

t席 太 書 1 司

(国)  先端情報科学研究部

( 環 )第四研究室

( 国 ) 経理部資金課

1目取、 館 田 石 浮 黎 索

一1_ ___M M_ _ _ __ _ M_at
部誤 り が あ り ま し たので 、  以下の と お り 訂 正 さ せ て い た だ く と と も に

百 誤 り 訂 正,只 '/- ノ ロ J  -
1 9  受賞

A R S  ELECTR〇NICA Interactive Ar t部門 Honoratv Mention Prize

(財 )電気通信普及財団第16回電気通信普及財団賞 杉 原 俊 昭

Honorarv Mention Prize

杉 原 敏 昭
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ATR研究成果の展示予定

山 口 き ら ら 博 ( 7 月 1 4 日 ̃ 9 月 3 0日 )山口県阿知須町きらら浜

N T T西日本パビリオンの展示に  「Muu」、 「顔画像合成システム」 が採用されています

2 1 世紀☆み ら ぃ体験博 ( 7 月 2 0 日 ̃ 9月 2日 )神戸国際展示場

ふ し ぎ ジ ャ ン グ ル で 「Muu」、 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 万 華 鏡」 が、展示されます

また、  ロ ボ ス ク ェ ア において 8 月 1 5 日一 2 2日、 「ロ ボ ビー」 が展示予定です
う っ く し ま 未来博 ( 7 月 2 0 日 ̃ 9 月 3 0 日 ) 福 島須賀川

企業未来館において 9月 1日 、 2 日 、 「ロ ボ ビー」 が展示予定です

ロボフェス夕神奈川2 0 0 1  ( 8月 2 5日 ̃ 1 1月 2 5日、横須賀、川山奇、相模原、横浜で順次開催 )

「ロ ボ ビー」 が展示予定です

の各会場で

ATR研究発表会2001の延期について

平成1 3年1 1月2 9日、 3 0日に開催を予定しておりましたATR研究発表会2 0 0 1は平成1 4年2月中旬に延期

いたします。  詳しぃ日程にっきましては次号でお知らせいたします。

また、  http://www.atr.co.j p / e x po2001/でも逐次ご案内を行いますのでご参照ください。

お問い合わせは事務局〔te1 (0774 )951177〕  まで

編集後記
速い も の で A T R に 来 て か ら 2 度 目 の夏 を迎 え よ う と し て い ま す 。 こ の 間に多

くの研究員を迎え、  また送 り出しま した 。多 くの研究員が入れ替わ りま したが 、

研究そのものは継続して行われています。  平成 8年に始まった 7年間の  「環境適
応通信の基確研究」 プ ロ ジ ェ ク ト も 残 す と こ ろ あ と 2 年 を 切 り ま し た 。
昨年の夏は、 「2 1世紀夢の技術展」 に研究成果のひとっを出展し、  多くの方に
見ていただき 、体験して ぃただき ま した 。

最近 、 世の中では イ ヤ な こ と 、 信 じ ら れ な ぃ こ と が次々 と 起 こ っ て い ます 。 つ

い こ の間 も 多 く の 小学生が殺傷 さ れ る と い う 事件が あ り ま し た 。 で も A T R の 研

究は続いています。

こ の 夏 、 世 の中 で 、 A T R で 、 皆 様 そ し て 私 に 、 何 が起 こ り 、 何 を 体験す る の

で し ょ う か 。 こ れ ま で の 夏 と は 違 う こ と が き っ と 起 こ り 、 違 う こ と を 体 験 す る こ

と に な る で し ょ う 。

でも今 、  こ れ を読んでい る皆様は 、暑い暑い夏を今年 も また体験して ぃ る こ と

だけは確かでし ょ う 。

AT R環境適応通信研究所企画課長 熊谷  真 )

ATR J ou rn a1第44号 2 0 0 1年 8月 1日発行

e発行 ・編集  株式会社 国際電気通信基礎技術研究所
〒619-0288

京都府相楽郡精華町光台二丁日2番地2

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 1 (大代表 )

〇製 作 学会セン夕一関西 (財団法人日本学会事務センタ一大阪事務所 )

e定 価 8 0 0 円 ( 送料 ・ 消'll11 税込み)

ご真表f読をご希望の方は、 (財 )  日本学会事務センタ一 o-pub1@bcasj .o r . j pへお申込み下さい。
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ATR グループのご紹介

ATR ホームページ

http://www.atr.co.jp

ATRグループは電気通信分野における基礎的 ・ 独

創的研究の一大拠点として内外に開かれた研究所を設

立する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をぃた

だき1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている3つの研究会

社(R&D会社)と、  既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている6つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の1oの株式
会社の総称です。

R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70%、  民間からの出資30%で構成されています。

国際電気通信基礎技術研究所はR&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに成果管理会社に

対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行つ

ています。

役に立つ様々な情報を公開してぃます。

今後も随時拡充予定です。 皆様のアクセスをぉ待ちしてぉります。

ATR知能映像通信研究所 http://www.mic.atr.co.jp
ATR音声言語通信研究所 http://www .slt.atr.co.jp
ATR人間情報通信研究所 http://www.hip .atr .co.jp
ATR環境適応通信研究所 http://www.acr.atr.co.jp
特 許 と 成 果 物 http://results.atr.co .1p

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込

口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : TR - -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡
口研究用ソフトウェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号 :

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ 方 ' ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他
付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ジャ ー ナルのご貴藤入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAX等でご送付下さい。
●送付先変更以外については、 変更後の擱に必要事項をご記入願います,
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